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写真：ドナウの泉（ドイツ・ドナウエッシンゲン市）
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30
年
続
く
交
流
の
軌
跡

１
９
９
４

ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
エ
ヴ
ェ
ル
ケ
大
市
長
ら
が
来
市
。

１
９
９
５

友
好
都
市
盟
約
を
締
結
。
学
生
訪
問
団
の
派
遣
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
受
け
入
れ
な
ど
、
両
市
の
国
際
交
流
が
始
ま
る
。

２
０
０
０

盟
約
締
結
５
周
年
を
記
念
し
、ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
「
ド

ナ
ウ
の
泉
」
に
斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
る
。

２
０
０
５

盟
約
締
結
10
周
年
を
記
念
し
、
上
山
市
民
訪
独
団
19
人
が
ド

ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
問
。

２
０
１
２

盟
約
締
結
15
周
年
を
記
念
し
、
上
山
市
民
訪
独
団
25
人
が
ド

ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
問
。
同
市
に
「
斎
藤
茂
吉
の
道
」

や
「
上
山
通
り
」
が
設
置
さ
れ
る
。

２
０
２
４

２
０
１
５

盟
約
締
結
20
周
年
を
記
念
し
、
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の

エ
リ
ッ
ク
・
パ
ウ
リ
大
市
長
ら
が
来
市
。
南
小
学
校
西
側
の

市
道
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
線
を
「
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
通

り
」
と
し
て
街
路
灯
を
整
備
。

２
０
２
５

盟
約
締
結
30
周
年
を
記
念
し
、
18
人
の
上
山
市
民
訪
独
団
が

ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
れ
、
記
念
式
典
な
ど
に
出
席
。

ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
駅
前
公
園
に
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」（
か
み
の
や
ま
サ
ウ
ン

ド
マ
ー
ク
）
が
設
置
さ
れ
る
。

※
上
山
市
内
の
神
社
仏
閣
の
鐘
や
鈴
、
太
鼓
、
読
経
の
ほ
か
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
人
々
の
ざ
わ
め
き
な
ど
日
常
で
耳
に
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
音
を
収
録
。
一
日
に
数
回
、
上
山
の
「
音
」
が

流
れ
て
い
る
。

【
特
集
】
上
山
市
・
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
友
好
都
市
盟
約
締
結
30
周
年

心
の
架
け
橋
時
を
越
え
て

ドナウエッシンゲン市

●人口：約 22,500 人

【INFO】

ドイツ連邦共和国バーデン＝ヴュルテンベル
ク州に位置

友
好
の
絆

　
６
月
27
日
に
は
、
か
つ
て
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン

市
を
治
め
た
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
侯
の
城
で
友
好

都
市
の
節
目
を
祝
う
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
山
本
幸
靖
市
長
と
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン

ゲ
ン
市
の
エ
リ
ッ
ク
・
パ
ウ
リ
大
市
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
ほ
か
、
民
俗
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
終
始

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
上
山
市
民
訪
独
団
は
厚

い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

友
情
の
花
が
咲
い
た

 　
盟
約
締
結
以
降
、
言
葉
や
文
化
が
異

な
る
中
で
、
両
市
の
市
民
、
学
生
た
ち
は

見
知
ら
ぬ
人
た
ち
と
知
り
合
い
な
が
ら
、

互
い
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
遠
く
離
れ
た
地
で
の
困
難
や
挑
戦
に

こ
そ
大
き
な
価
値
が
あ
り
、
私
た
ち
の
間

に
は
深
い
結
び
つ
き
が
で
き
た
も
の
と
感

じ
ま
す
。
こ
の
30
年
間
、
友
情
を
大
切
に

育
ん
で
き
た
両
市
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。

 　
こ
れ
ま
で
学
生
訪
問
団
や
市
民
訪
問
団

の
相
互
派
遣
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
交
流
を
理
解
し
、
支
え
て
く
だ
さ
る

ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
は
距
離
に
し
て
約

９
千
キ
ロ
、
移
動
時
間
に
し
て
約
12
時
間

と
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の

交
流
を
通
じ
て
心
の
距
離
は
確
実
に
縮

ま
っ
て
い
ま
す
。
両
市
の
交
流
が
末
永
く

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

エ
リ
ッ
ク
・
パ
ウ
リ 

大
市
長

心
の
距
離
は
着
実
に
近
く

山
本
幸
靖 

市
長

写真選定中 山本市長からパウリ大市長（左）へ記念品が手
渡される

　
今
年
３
月
、
本
市
は
ド
イ
ツ
・
ド
ナ

ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
と
の
友
好
都
市
盟

約
締
結
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
迎
え
、
６
月
25
日
〜
７
月

３
日
、
18
人
の
上
山
市
民
訪
独
団
（
団

長
・
山
本
幸
靖
市
長
）
が
ド
ナ
ウ
エ
ッ

シ
ン
ゲ
ン
市
な
ど
を
訪
問
。
盟
約
締
結

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
本
市
出
身
の
歌

人
・
斎
藤
茂
吉
に
よ
る
紀
行
の
内
容
を

た
ど
っ
た
ほ
か
、
現
地
市
民
と
の
交
流

を
通
し
て
、
両
市
の
友
好
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
本
市
と
ド
ナ
ウ

エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
と

の
交
流
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、

こ
の
交
流
が
市
民
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な

存
在
な
の
か
、
訪
問

の
様
子
や
参
加
者
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

★

ドナウエッシンゲン市 ドイツ
●ベルリン

●ミュンヘン
フランス

ポーランド

　古くから交通の要所として栄え、自然や歴史、
音楽、文化が調和する美しい町。ドナウ川源流の
地として名高く、多くの人が訪れる観光保養地と
しても有名。ビールの製造が盛んに行われている。

斎藤茂吉のヨーロッパ留学
【TOPIC】交流のきっかけ

　本市で生まれ育った歌人・斎藤茂吉は、現
在から 100 年ほど前の大正 11～ 13 年
（1922～ 1924 年）、ヨーロッパに留学しまし
た。ドイツのミュンヘン大学に移った茂吉は、
大正 13 年４月、ドナウエッシンゲン市を訪
問。ブレーク川とブリガッハ川が合流するド

ナウ川の源流にたどり着きま
した。その後、同地に滞在し
て歌を詠みました。作品は随
筆「ドナウ源流行」に綴られ、
留学については歌集「遠遊」、
「遍歴」などに収められてい
ます。

◀ヨーロッパ留学時の斎藤茂吉

温
か
な
歓
迎
を
受
け
て

上
山
市
長
と
上
山
市
民
訪
独
団
23
人
が
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ

ン
市
を
訪
問
。

よ
り
強
く

、



　
市
民
訪
独
団
は
斎
藤
茂
吉
が
当
時
、
ふ
る
さ
と
の
母
な
る
川
・
最
上
川
に
通
じ
る
強
い
印

象
を
受
け
、
源
流
を
訪
ね
た
「
ド
ナ
ウ
川
」
や
「
斎
藤
茂
吉
の
道
」
な
ど
、
茂
吉
ゆ
か
り
の

地
を
訪
問
。
ま
た
、
現
地
の
祭
り
に
も
参
加
し
、
書
道
や
折
り
紙
な
ど
日
本
文
化
の
体
験
を

通
し
て
、
地
元
市
民
と
交
流
し
ま
し
た
。

交
流
の
「源
流
」
に

思
い
を
馳
せ
て

原　美奈

　30年の交流を通して、広い意味で国際交流の重要性を再確認できた
と思います。現在、利害関係などによる対立によって、世界各地で戦争
や紛争が起きていますが、異文化にふれることで、互いを知りそれぞれ
の考えを受け入れるためのコミュニケーションがとれると思います。
　斎藤茂吉は、そのきっかけになりました。一言で言えば、両市にとって
架け橋のような存在です。

国際交流が持つ意味、改めて学ぶ
（ドナウエッシンゲン独日協会）

　あっという間の30年。当初は手紙のやりとりでしたが、今はメールや
WEB通話など、時の流れを感じます。ドナウエッシンゲン市のまち並み
はそのままで、人の温かさも当時と少しも変わりませんでした。
　ドナウ川は小さな２つの川が合流して始まっています。私たちの交流
もさまざまな思いが交わって、ドナウ川のように大きな流れが作られて
います。この流れを絶やさず、後世に伝えていきたいです。

会長

羽島健夫
繋いできた交流、後世に伝えたい

（上山・ドナウエッシンゲン日独友好協会）会長
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ドナウ川沿いを歩く市民訪独団

地元市民と「斎藤茂吉の道」を歩く 交流15周年を記念して植樹さ
れた「アララギの木」

現地・６月28日の「ドナウ源泉まつり」では日本文化が体験できる「上山コーナー」が設けられた

【鉄哉さん】４人の学生をホストファ
ミリーとして受け入れた経験から、自
分の思いを身振り手振りで伝え、相
手と向き合うことを学びました。
【尚子さん】2001年以来、ドナウエッ
シンゲン市を訪れるのは２回目です。
久々にトーマスさんと再会し、心通わ
す交流ができて感動を覚えました。

　日本とドイツ、異なる歴史や文化
がある中で尊重し合い、理解しよう
としてきたことに大きな価値がある
と思います。私は2006年に上山市
を訪れて以降、上山の情報が目に
とまるようになりました。交流がお
互いに興味を持つきっかけになった
ことを大変嬉しく思います。

　私たちの交流がこれだけ長く続
くのは、異なる文化や言葉を越え
て、互いの声に耳を傾け合ってき
たからこそ。ドナウエッシンゲン市
と上山市は遠く離れていますが、
いつも胸の中に日本の友達がいる
ということは心強く、素晴らしいこ
とだと感じています。

異国の友の声に耳を傾けて
トーマス・シュトールさん

遠くの地から、上山を思う
ペーター・レーゲレさん

茂吉のふるさとへの思いを感じて
波 克彦さん（斎藤茂吉記念館館長）

　今回初めてドナウエッシンゲン市
を訪れました。101年前に斎藤茂吉
が訪れたこの地に足を踏み入れて、
実際に歩くことができて感激です。
ドナウ川を眺めながら、14歳の若さ
で上山を離れ上京し、39歳で留学し
た茂吉がどのような思いで歌を詠ん
だかを考えると、感慨深いですね。

日本の文化、もっと知りたい！
ミレナさん

　初めて書道にチャレンジしまし
た。自分の名前を漢字で書いてみ
て、どのように筆を動かせばいい
か、コツをつかむのが難しかったで
すが、上山のみなさんに教えてもら
いながら満足する字を書くことがで
きました。日本や上山のことをもっ
と詳しく知りたいと思いました。

 

　
本
市
と
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
と
の
交
流
は
、
30
年
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け

て
育
ま
れ
て
き
た
、
心
と
心
の
つ
な
が
り
で
す
。
互
い
を
知
り
、
認
め
合
う
こ
と
で

生
ま
れ
た
絆
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
新
し
い
視
点
や
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
夏
、ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
学
生
訪
問
団
が
上
山
を
訪
れ
ま
す
。
時
を

越
え
て
築
か
れ
て
き
た
心
の
架
け
橋
。
次
に
こ
の
橋
を
渡
る
の
は
、
あ
な
た
で
す
。

感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

交流を通した出会いを大切に
片桐鉄哉さん・尚子さん

～30周年交流の記録～参加者の声
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【
ク
オ
ー
ル
薬
局
上
山
店 

開
放
時
間
】

◇
月
曜
〜
水
曜
日
・
金
曜
日
…
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
◇
木
曜
日
…
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
◇
土
曜
日
…
午
前

９
時
〜
午
後
４
時　
※
祝
日
は
除
く
。

　
市
内
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
詳
細
は
、
市
報
６
月
号
14
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期 
10
月
22
日
（
水
）
ま
で

日 
８
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

場  

講　
　

ウ
エ
ル
シ
ア
上
山
弁
天
店
／

同
店
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士

定  

料　
　

先
着
12
人
・
無
料
（
H
b
A
1

c
検
査
希
望
者
は
検
査
料
1
1
0
0
円
）

締 
８
月
14
日
（
木
）

　
年
齢
や
体
力
的
な
問
題
な
ど
で
耕

作
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
農
地
に
関

す
る
悩
み
は
各
地
区
の
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
相
談

く
だ
さ
い
。
地
域
の
農
地
を
守
り
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
戦
没
者
と
、

戦
禍
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
戦
災
死

没
者
に
対
し
て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
列
く
だ
さ
い
。

日 
８
月
20
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

場 
三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
エ
コ
ー
ホ
ー
ル

　
市
内
保
育
施
設
か
ら
募
集
し
た
同

運
動
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ぬ
り
え
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

期 
８
月
10
日
（
日
）
ま
で

場 
三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー

　
令
和
９
年
度
の
土
地
の
評
価
替
え

に
向
け
て
、
地
価
に
影
響
す
る
道
路

な
ど
の
状
況
を
現
地
調
査
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
市
が
発
行
し
た
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

期 
令
和
８
年
３
月
ま
で（
市
内
全
域
）

期 
８
月
１
日（
金
）〜
12
月
31
日（
水
）

申 
受
診
予
約
時
、
歯
科
医
院
に

「
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
歯
周
疾
患
検
診
」
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

対 
令
和
６
年
度
に
75
歳
に
な
っ
た

人　
※
７
月
下
旬
に
受
診
券
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。　
無
料
。

持 
受
診
券
、
受
診
票
、
資
格
確
認

書
（
マ
イ
ナ
保
険
証
可
）

　
か
み
の
や
ま
温
泉
駅
東
エ
リ
ア
整

備
事
業
を
進
め
る
た
め
、
長
清
水
公

園
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期 
８
月
18
日（
月
）〜
令
和
９
年
度
末

　
民
間
事
業
所
の
協
力
に
よ
り
、
新

た
に「
ク
オ
ー
ル
薬
局 

上
山
店
」（
八

日
町
）
が
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

（
指
定
暑
熱
避
難
施
設
）
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
熱
中
症
に
注
意
し
て
、

暑
い
と
き
は
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
で
涼
み
ま
し
ょ
う
。

あ
る
人

定 
20
人　
※
無
料
。

持 
筆
記
用
具

締 
９
月
10
日
（
水
）

内 
【
募
集
種
目
】①
自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
自
衛
官
コ
ー
ス
）
②
一
般

曹
候
補
生
（
終
身
雇
用
コ
ー
ス
）
③

航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
）

対 
【
募
集
年
齢
】①
②
…
18
歳
以
上

33
歳
未
満
③
海
…
18
歳
以
上
23
歳
未

満
、
空
…
18
歳
以
上
24
歳
未
満

締 
①
通
年
②
９
月
２
日
（
火
）
③

８
月
29
日
（
金
）

◎
説
明
会
…
８
月
20
日
（
水
）
午
後

３
時
〜
５
時
・
市
役
所
１
階
市
民
相

談
室

日 
９
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

内 
◇
介
護
予
防
体
操
◇
栄
養
指
導

◇
口
腔
に
つ
い
て
◇
ぼ
た
も
ち
会
食

対 
新
丁
地
区
で
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
、高
齢
者
夫
婦
世
帯　
※
無
料
。

申 
８
月
25
日
（
月
）
ま
で
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

日 
８
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場 
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室　

内 
「
自
然
災
害
へ
の
対
策
と
備
え
」

講 
佐
藤
政
明
さ
ん（
市
防
災
専
門
員
）

定 
30
人　
※
発
災
時
や
発
災
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
は
中
止
。

締 
８
月
20
日
（
水
）

※
図
書
館
で
は
、
市
で
発
生
し
た
水

害
の
写
真
（
昭
和
31
年
7
月
、
昭
和

42
年
8
月
）、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
非
常
食
な
ど
の

災
害
備
蓄
品
を
展
示
。

　
日
中
、
高
齢
者
の
み
に
な
る
世
帯

な
ど
を
、
訪
問
員
が
週
に
一
度
、
安

否
や
健
康
状
態
を
確
認
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
は

相
談
く
だ
さ
い
。
利
用
曜
日
は
応
相

談
。
無
料
。

対 
◇
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人

暮
ら
し
◇
高
齢
者
の
み
の
世
帯
◇
家

族
が
い
て
も
、
日
中
は
一
人
に
な
る

日  

場　
　

9
月
17
日
（
水
）
ふ
つ
か
ま

ち
P
L
A
Z
A
／
午
前
８
時
20
分
集

合
〜
午
後
４
時
30
分
解
散

◇
コ
ー
ス
…
鶴
岡
市
（
鶴
岡
城
址
）
⇒

庄
内
町
（
清
川
街
道
・
清
川
八
郎

記
念
館
）⇒

大
蔵
村
（
最
上
川
）⇒

舟

形
町
（
舟
形
街
道
）⇒

羽
州
街
道

講 
荒
木
雄
之
さ
ん
（
郷
土
史
研
究

会
副
会
長
）

料 
会
員
6
千
円
、
市
民
7
千
円
（
レ

ン
タ
ル
バ
ス
料
金
、資
料・保
険
料
な
ど
）

定  

締　
　

20
人
・
９
月
3
日
（
水
）

　
姉
妹
都
市
名
取
市
と
上
山
市
を
会

場
に
、
両
市
の
子
ど
も
た
ち
が
相
互

の
特
色
を
生
か
し
た
野
外
活
動
な
ど

を
体
験
し
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

日  

場　
　【
第
１
部
・
名
取
市
】
10
月

11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）【
第
２
部
・

蔵
王
高
原
坊
平
】
令
和
８
年
１
月
31

日
（
土
）、
２
月
１
日
（
日
）　
※
い

ず
れ
も
１
泊
２
日
。

対  

定　
　

市
内
小
学
４
年
生
〜
中
学
２

年
生
・
24
人　
※
第
１
部
・
第
２
部

と
も
に
参
加
で
き
る
児
童
・
生
徒
に

限
る
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

料 
１
人
１
万
円

申 
８
月
15
日
（
金
）
ま
で
、
各
学

校
で
配
布
さ
れ
た
実
施
要
項
な
ど
に

記
載
の
申
込
方
法
で
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
３
階
）
へ

提
出
、
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯

を
対
象
と
し
た
５
年
に
一
度
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
「
国
勢
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

内 
９
月
中
旬
頃
か
ら
、
調
査
員
が

み
な
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査

書
類
を
配
り
ま
す
。
調
査
員
は
、『
国

勢
調
査
員
証
』を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
書
類
を
受
取
り
後
、
10
月
８
日

（
水
）
ま
で
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
回
答
く
だ
さ
い

（
紙
の
調
査
票
の
郵
送
提
出
も
可
）。 

　
困
っ
て
い
る
人
の
手
伝
い
や
介
護

予
防
の
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

日 
９
月
18
日
・
25
日
、
10
月
２
日

の
い
ず
れ
も
木
曜
日
で
午
後
１
時
30

分
〜
４
時　
※
３
日
間
と
も
参
加
く

だ
さ
い
。

場 
市
役
所
２
階
大
会
議
室

対 
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
活
動
に
興
味
の

長
清
水
公
園
を

長
期
閉
鎖
し
ま
す

問
建
設
課　
内
線
４
３
０

固
定
資
産
評
価
替
え
の
た
め

現
地
調
査
に
ご
協
力
を

●市役所への問合せは
☎023-672-1111（代表）

　 申込み　　問合せ　　日時　　期間　　場所　　対象
　 内容　　定員　　料金　　講師　　持ち物　　申込締切
申 問 日 期 場 対
内 定 料 講 持 締

対

対 期

期

場 内

定持締締 内対

場内定 講

講料

締 日

対申 内 日

日

日
場

対料申
定

定
締

日
場

場 日

場 日

期申対持

場 期期

講
定締
料農

業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
へ

農
地
の
こ
と
は

問
農
業
委
員
会
事
務
局

内
線
４
０
６

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に

ク
オ
ー
ル
薬
局
上
山
店

が
加
わ
り
ま
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

マ
ス
コ
ッ
ト
」
の
ぬ
り
え

作
品
展
示

問
庶
務
課　
内
線
２
８
１

上
山
市
戦
没
者
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す

問
福
祉
課　
内
線
１
４
７

問
福
祉
課　
内
線
１
４
７

問
税
務
課　
内
線
１
３
６

令
和
７
年

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

問
庶
務
課　
内
線
２
８
４

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
2
3
7
・
8
4
・
7
1
0
0

長清水公園←至 上山市役所

←至 上山市役所

南小学校南小学校

↑
至 

か
み
の
や
ま
温
泉
駅

↑
至 

か
み
の
や
ま
温
泉
駅

申
問
健
康
推
進
課　
内
線
１
５
４

糖
尿
病
予
防

ウ
エ
ル
シ
ア
栄
養
サ
ロ
ン
講
座

か
み
の
や
ま
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象（
20
ポ
イ
ン
ト
）

歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

募
集

「
ぼ
た
も
ち
会
食
懇
談
会
」

参
加
者
募
集

問
場
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
蓬
仙
園

☎
６
７
９
・
２
３
６
６

庄
内
藩
の
参
勤
交
代
の

道
を
た
ど
る

申
問
上
山
郷
土
史
研
究
会
・
犬
石

☎
０
９
０
・
５
２
３
８
・
８
７
２
９

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
線
１
４
４

高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
募
集

問
福
祉
課　
内
線
１
４
７

自
衛
官
募
集

申
問
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所

☎
６
３
４
・
３
４
３
９

防
災
講
座
参
加
者
募
集

申
問
庶
務
課　
内
線
２
８
２

▲国勢調査2025
キャンペーンサイト

「
第
42
回
海
の
子
山
の
子

交
歓
会
」
参
加
者
募
集

問
生
涯
学
習
課　
内
線
３
１
２

▲申込みはこちら 10/10（金）～11/30（日）開催
期間

戻ってくる
１０最大 ％

今年も始
まる！

問 商工課 内線１８４

▲詳しくはこちら▲詳しくはこちら

キャッシュレス決済で 【予告】

ごみのお困りごと、
おまかせください！

無料でお見積もりします。お気軽にご相談ください。

◇処分方法が分からない

◇量が多く、重くて運べない

◇運搬車両がない　など



一

マド本舗専用
ダ イ ヤ ル0800-800-8320

万
円
万
円

窓の断熱
リフォームは

今
年
が

最
終
年
で
す
！

お
見
逃
し
な
く
！

今年が

チャンス！
50
200最

大

最
大

相当
還元％％

超
大
型
補
助
金
で

上
山
市
の

み
な
さ
ん

株式
会社

窓・扉 専門 店

上山市で　　  1番1番
イチバンイチバン

実績の



2021 市報かみのやま　2025.8

●納期限　９月１日（月）
■市県民税…２期
■国民健康保険税…２期
■後期高齢者医療保険料…２期
■介護保険料（第１号被保険者）…２期
　“便利で安心”な口座振替をご利用ください。
　 税務課　内線138問

●人口　27,219人（－16）
男／13,095人（－11）　女／14,124人（－５）
●世帯数　11,200世帯（－４）
※（　）は前月との比較。

市税等納期

市報９月号は９月１日（月）発行です。

今月の相談日
●ふれあい相談
　 　 ふれあい相談所　☎673-2750（市社会福祉協議会内）
　 【一般相談】…８月７日・21日・28日
　　　　　　　 いずれも木曜日、午前９時～午後３時
　 【無料法律相談】…８月７日（木）午後１時～４時
　 ※当日正午まで要予約。
　 市役所１階市民相談室

申 問

場

●教育相談
　 学校教育課　内線323
　 月曜～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
　 市役所３階教育相談室

●交通事故相談
　 県交通事故相談所　☎630-3047
　 月曜～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
　 県庁２階　※電話相談もできます。

問

場
日

問

場
日

日

人口の動き（6月末現在）

８月５日はＡＬＴデー！
英語で交流しながらウォーキングしませんか？

問 健康推進課　内線154

　市内の小中学校で英語を教えるＡＬＴ（外国語指導
助手）たちと一緒にウォーキングを楽しみます。簡単な
英語で交流しながら、まちの魅力を発見しませんか？
※小中学生の参加には、保護者の同伴を
お願いします。

日時 コース 体力度 集合場所 日時 コース 体力度 集合場所
③

④

④

④

③

②

④

③

②

④

③

③

③

④

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

③

③

③

④

③

④

③

③

④

④

③

②

③

④

③

③

ZAOたいらぐら

市役所食堂

上山城かかし茶屋

蔵王ライザレストラン

ZAOたいらぐら

蔵王ライザレストラン

上山城かかし茶屋

ZAOたいらぐら

三吉山駐車場

蔵王ライザレストラン

ZAOたいらぐら

ZAOたいらぐら

ZAOたいらぐら

蔵王ライザレストラン

ZAOたいらぐら

上山城かかし茶屋

 9 :30～12:00

10:00～12:10

 9 :30～12:30

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

 9 :30～11:30

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

 9 :30～12:00

 9 :30～12:00

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

 9 :30～12:00

10:00～12:10

 9 :30～12:30

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

10:00～12:10

 9 :30～12:00

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月・祝）

（火）

（水）

（木）

（金）

西山

坊平ショート

三吉山 山頂

坊平ショート

坊平お清水の森

坊平たいらぐら

坊平ショート

坊平お清水の森

坊平たいらぐら

坊平ショート

坊平お清水の森

三吉山 中腹

坊平お清水の森

坊平ショート

上山城かかし茶屋

蔵王ライザレストラン

三吉山駐車場

蔵王ライザレストラン

ZAOたいらぐら

ZAOたいらぐら

蔵王ライザレストラン

ZAOたいらぐら

ZAOたいらぐら

ライザレンタルショップ

ZAOたいらぐら

三吉山駐車場

ZAOたいらぐら

ライザレンタルショップ

❶葉山
❷わかば河崎

❶9:30～12:00
❷9:30～11:00

③
②

❶市役所食堂
❷市役所食堂

運動初心者 運動上級者
（ほとんど運動しない） （日ごろ運動をしている）（時々運動をしている）

体力度のめやす

◀詳細は市ホームページをご覧ください

坊平お清水の森

葉山

虚空蔵山北堰

坊平ショート

坊平お清水の森

坊平ショート

ゆっくり西山

坊平お清水の森

三吉山 山頂

坊平ショート

坊平お清水の森

坊平たいらぐら

坊平お清水の森

坊平ショート

坊平お清水の森

虚空蔵山北堰

ALT
デー

ALT
デー

学校教育課　内線３２４問

●名作映画鑑賞会『かがみの孤城』
日 ８月17日（日）午後２時～４時
●原爆パネル展　期 ８月９日（土）まで
●企画展「昭和100年～あの日の風景～」
期 ８月８日（金）～９月15日（月・祝）
●レコード演奏会
日 ８月23日（土)午前10時30分～11時30分
●本のテーマ展示
◇YA世代よ、図書館へ－中高生応援企画－
期 ８月19日（火）まで
◇記憶と記録－戦後80年－　期 ８月24日（日）まで
◇夏休みの宿題おたすけ隊　期 ８月28日（木）まで

●よみきかせ
日 ８月２日・９日・23日（土）午前10時30分～11時30分
●とんと昔と影絵のつどい
日 ８月３日（日）午前10時30分～11時30分
●おりがみ講座
日 ８月10日（日）午前９時30分～11時30分　
定 料 10組程度・１００円（材料代）
講 吉田良子さん（日本折紙協会折紙講師）
持 はさみ、作品を持ち帰る袋
●おはなし会
日 ８月12日（火）午前10時30分～11時15分
●日本語・英語よみきかせ
日 ８月16日（土）午前10時30分～11時30分

施設情報

●今月のオススメ本

※水曜日・振替休日休館。
開館…午前９時～午後７時（祝日は午後４時30分まで）☎677-0850　   　 677-0826FAX

毎月第３日曜日

企画展関連イベント

毎月第３土曜日

毎月１・２・４土曜日

申

☎673-7588

●ボウリングゲーム大会
日 ８月５日（火）午前10時30分～正午

●輪投げ大会
日 ８月18日（月）午前10時30分～11時日 日

※土曜・日曜日閉所。定例イベントなどは、高齢者サロンまじゃれ（ふつか
まちＰＬＡＺＡ２階）や市民ロビー・福祉課（市役所１階）に設置しているチラシをご覧ください。

期

期

期
期
期

日

日

　近世から現代への激流のなかで先駆的な仕事を成
し遂げた、上山市や山形県にゆかりのある人々。そ
の偉業と素顔とは。東洋大学初の女子学生であり、
歌舞伎座での源氏物語上演を実現させた栗山津禰さ
んなど、知る人ぞ知る人物の逸話が満載です。

小林直弥／著　すばる舎
絵で見て楽しい！はじめての和のおどり

　長い歴史のなかで育まれてきた「和のおど
り」。始まりから、能や狂言、日本舞踊など
の伝統芸能、全国の祭りや地域独自の民俗
踊り、その音楽までやさしく解説。文化の伝
承や習い事に取り組むお子さんだけでなく、
おどり初心者の大人にもおすすめです。

問

問

●刺し子教室 ～巾着袋作り～
　刺し子の基本の「米刺し」で刺す、
縁起が良くて可愛い巾着（縦20cm・
横18cm）を作ります。
※館内に見本を展示中。
日 ９月３日（水）・10日（水）午前10時～正午　※２日間
参加で完成。　講 髙木　直さん（刺し子クラブ樹氷 講師）
　　　12人・1,000円（材料代）　　 裁縫道具、糸切り
ばさみ、チャコペン、定規（20cm位） ※針は不要。

申 問 ☎673-3939 ※申込みは８月６日（水）午前９時30分～。

日
講

定 料 持

●陶芸教室
　初心者から器好きの人まで、誰
でも気軽に参加できます。
日 ９月18日（木）午前10時～正午 
講 高橋　正さん（平清水焼七右
ェ門窯）　
定 料 15人・500g…1,650円／１kg…3,080円（材料代）
※申込み時に希望の量を選択。
持 エプロン、手拭き用タオル

日

申込不要 申込不要

●「上山城ナイトミュージアム」入館者予約受付
　恐怖に耐えながら薄暗い夜の城内をめぐってみよう。
日 ８月11日（月・祝）午後６時～８時
定 午後６時入館分30組／午後７時入館分30組
※１組５人まで。 先着順。
●「私のイチ推し！上山城と○○写真展」作品募集
募集作品…家族・友達・ペットなど、自分の「推し」（愛する

申 大人600円・高大生500円・小中学生200円
※市内在住・在学の小中高生は毎週土曜日無料。木曜日休館。

料☎673-3660問

存在）と上山城を一緒に撮影、または、合成・加工した写真。
申 メール（kaminoyamajyou@gmail.com）に画像添付
し、氏名・住所・電話番号を明記。　※撮影時期不問。
画像は１人２点まで。応募作品は12月開催予定の写真展
で展示。写真展期間中、観覧者投票を実施し、最多得票
作品の出品者には賞品を授与。画像データを直接持込の
場合は要事前連絡。　締 11月24日（月・振休）午後５時

講

定 料

日
定

締

申

持

申込み　　問合せ　　日時　　期間　　内容　　定員　　料金　　講師　　持ち物　　対象申 問 日 期 対内 定 料 講 持

日

日

日

講
持

日

日

定 料

岩井　哲／著　書肆犀

いろんな人が居りまして…
～故郷ゆかりの先駆者たち
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o.1584 　
佐
藤
道
子
さ
ん

さ
と
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み
ち
こ
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76
歳
。楢
下
在
住
。楢
下
宿
ば
あ
ち
ゃ
ん
ず
く
ら
ぶ
代
表
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０
１
１
年
１２
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、今
年
で
１５
周
年
を
迎
え
る
。

９
月
21
日
に
は
楢
下
で
と
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
の
提
供
、野
菜
の
販
売
な
ど
を
行
う「
古
民
家
カ
フ
ェ
＆
リ
ア
カ
ー
市
」を
開
催
予
定
。

かけがえのないピースと
して、かみのやまを輝か
せているみなさんを紹介！
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８
楢下のあたたかみ、ごっつぉに宿らせて。

　
江
戸
時
代
に
羽
州
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

楢
下
宿
に
は
︑
茅
葺
屋
根

の
古
民
家
が
今
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
一
つ

﹁
大
黒
屋
﹂
を
訪
れ
る
客
に

郷
土
料
理
を
振
る
ま
う
︑

楢
下
宿
ば
あ
ち
ゃ
ん
ず
く

ら
ぶ
︒
夏
の
リ
ア
カ
ー
市

や
雪
の
提
灯
回
廊
な
ど
︑一

年
を
通
し
て
様
々
な
催
し

を
企
画
し
て
い
ま
す
︒

 　
﹁
料
理
の
レ
シ
ピ
を
教

え
て
も
ら
い
た
い
な
ど
︑お

客
さ
ん
か
ら
は
あ
り
が
た

い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
﹂と
感
謝
を
口
に
す
る

の
は
︑代
表
の
佐
藤
道
子
さ

ん
︒
リ
ピ
ー
タ
ー
が
つ
く

ほ
ど
好
評
な
お
膳
は
︑楢
下

の
野
菜
を
中
心
に
地
産
地

消
の
逸
品
が
並
び
ま
す
︒

　
﹁
自
分
の
得
意
料
理
を

出
し
た
い
︑
と
い
う
メ
ン

バ
ー
の
声
を
取
り
入
れ
︑旬

の
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す
﹂

　
手
料
理
に
込
め
る
の
は
︑

お
も
て
な
し
の
心
︒

﹁
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
︑

ほ
っ
と
で
き
る
よ
う
な
居

心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
最
高
で
す
ね
﹂

　
長
年
の
活
動
が
評
価
さ

れ
︑６
月
に
市
の
観
光
功
労

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
︒

﹁
楢
下
の
食
や
私
た
ち
と
の

交
流
を
通
し
て
︑こ
の
土
地

の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く

の
人
に
届
け
た
い
と
い
う

思
い
が
原
動
力
︒
そ
の
思

い
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い

で
す
﹂と
喜
び
を
語
り
ま
す
︒

　
活
動
開
始
か
ら
変
わ
ら

な
い
８
人
の
メ
ン
バ
ー
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
抜
群
︒

﹁
今
で
も
新
し
い
ア
イ
デ
ア

の
提
案
が
あ
り
︑ま
だ
ま
だ

発
展
途
上
で
す
ね
﹂

　
今
年
の
12
月
に
は
活
動

か
ら
15
周
年
を
迎
え
ま
す
︒

﹁
地
区
や
行
政
の
み
な
さ
ん

な
ど
︑支
え
て
く
れ
た
方
々

に
感
謝
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ

か
ら
も
楢
下
を
見
て
︑食
べ

て
︑触
れ
て
も
ら
い
で
す
ね
﹂

　
ふ
る
さ
と
を
五
感
で
感
じ

て
も
ら
い
た
い―

︒
楢
下
の

ば
あ
ち
ゃ
ん
達
は
︑
い
つ
も

笑
顔
で
待
っ
て
い
ま
す
︒


